
北陸新幹線を活かした観光振興に関する提言書 
 

本年３月１６日に北陸新幹線金沢・敦賀間が開業し、全国から福井県への来訪者

が増加し、主要観光地の入込客数等は好調を維持している。 

 この開業効果を最大化するとともに、持続化するためには、更なる情報発信の強

化、観光客の移動手段の確保、観光地の魅力向上等の取組みを通じ、福井県を観光

先として選ぶ人を増やす必要があると考える。 

 そこで、北陸新幹線を活かした観光振興に関する施策について、以下の通り提言

する。 
 

１ 県民や福井に訪れた観光客が福井の観光情報をSNS（YouTube、Instagram、TikT

ok、X、Facebook等）に投稿することでハピコイン等の県内で使えるクーポンが貰

えるといった内容の、県内外の方々のSNS投稿を促進させるキャンペーンを実施す

ること 

 

２ 観光情報の発信について、観光誘客に効果のあった取組みを取捨選択し、効果

のあった取り組みを持続的に行ったり、どのような要素が効果につながったのか

を分析し今後の発信に活かしたり、効率的な観光情報の発信を行うこと 

 

３ ロケーションサービスの充実や本県独自の風景のアピールによるロケ誘致に努

めるとともに、映画やドラマに限らず幅広いロケ地の広報や情報発信を積極的に

行うなど、ロケツーリズムのさらなる促進に取り組むこと 

 

４ レンタルサイクルを主要観光地の周辺以外にもさらに設置を拡大させるととも

に、貨客混載バスおよび予約制バスを県内各地に波及させ、観光客の移動手段の

充実を図る、公共交通機関を使った情報発信によって観光客の県内での散らばり

を図ること 

 

５ ディノパーク・あわら温泉など、県内の観光地を有効活用することで五感を使

って楽しめる没入型の体験をさらに推進し、より多くの集客を図るとともに、県

内外へのＰＲを十分実施すること 

 

６ 若者をターゲットとした観光取組として、食べ歩きのできる観光地の整備を進

めること 
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